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本
特
集
は
、 

二
〇
一
六
年
三
月
六
日
（
日
）
一
三
時
よ
り
、
慶
應

義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
院
棟
三
一
三
教
室
に
て
、
科
研
費

基
盤
研
究
（
Ａ
）「
原
史
料
メ
タ
情
報
の
生
成
・
管
理
体
系
の
確
立

及
び
歴
史
知
識
情
報
と
の
融
合
に
よ
る
研
究
高
度
化
」を
主
催
と
し
、

立
教
Ｓ
Ｆ
Ｒ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
の
近
代
歴
史
学
」

を
共
催
と
す
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
史
家
が
読
み
解
く
『
近

代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』」
で
の
報
告
原
稿
に
基
づ
く
。

　
松
沢
裕
作
編
『
近
代
日
本
に
お
け
る
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ

ー
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
に
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
三
名
の
報
告
を
ベ
ー
ス
に
、
八
名
の
執

筆
者
の
個
別
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
論
集
の
目
的
は
、
大

学
で
講
授
さ
れ
る
専
門
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
近
代
歴
史
学
が
成

立
せ
ん
と
す
る
近
代
日
本
に
お
い
て
、「
歴
史
を
い
か
に
叙
述
す
べ

き
か
」
を
め
ぐ
っ
て
い
か
に
多
様
な
試
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の

か
を
活
写
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
従
来
の
史
学
史
が
、
た
と
え
ば
歴

史
家
個
人
の
個
性
と
叙
述
の
特
徴
、
時
代
の
趨
勢
を
反
映
し
て
い
る

と
み
な
さ
れ
た
歴
史
意
識
、
そ
し
て
日
本
近
代
史
の
一
部
と
し
て
、

天
皇
制
へ
の
批
判
と
帝
国
日
本
の
植
民
地
化
に
対
す
る
贖
罪
意
識
と

い
う
観
点
か
ら
の
歴
史
整
序
に
リ
ソ
ー
ス
を
投
資
し
て
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
本
論
集
で
は
、
一
見
所
与
の
存
在
と
思
わ
れ

が
ち
で
あ
る
史
学
に
関
わ
る
国
家
制
度
の
諸
側
面
や
、
後
世
に
は
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
あ
り
方
に
注
目
し
て

い
る
。
目
次
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
序

小
　
澤
　
　
　
実

▪
特
集
　
外
国
史
家
が
読
み
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
▪
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

は
し
が
き
（
松
沢
裕
作
）

第
一
章
「
修
史
局
に
お
け
る
正
史
編
纂
構
想
の
形
成
過
程
」（
松
沢

裕
作
）

第
二
章
「
明
治
期
の
史
料
採
訪
と
古
文
書
学
の
成
立
」（
佐
藤
雄
基
）

第
三
章
「
明
治
期
島
津
家
に
お
け
る
家
史
編
纂
事
業
」（
寺
尾
美
保
）

第
四
章
「
一
八
九
〇
年
代
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
―
自
立
化
へ
の
模

索
」（
廣
木
尚
）

第
五
章
「
史
学
の
「
純
正
」
と
「
応
用
」
―
坪
井
九
馬
三
に
み
る
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
と
自
然
科
学
の
交
錯
」（
中
野
弘
喜
）

第
六
章
「「
社
稷
」
の
日
本
史
―
権
藤
成
卿
と
〈
偽
史
〉
の
政
治
学
―
」

（
河
野
有
理
）

第
七
章
「
一
九
二
〇
年
、
茨
木
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
発
見
」（
高
木

博
志
）

第
八
章
「
一
九
三
〇
～
五
〇
年
代
の
美
術
史
学
と
歴
史
学
」（
太
田

智
己
）

　
次
々
ペ
ー
ジ
よ
り
始
ま
る
、
松
沢
裕
作
「『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト

リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
の
意
図
と
達
成
」
は
、
本
論
集
で
取
り
上
げ
た

諸
テ
ー
マ
が
、
単
な
る
従
来
型
史
学
史
の
落
穂
拾
い
や
否
定
で
は
な

く
、
従
来
の
成
果
を
も
包
含
し
た
今
後
の
史
学
史
研
究
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
た
り
う
る
こ
と
を
、
具
体
的
に

指
摘
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
編
者
自
身
に
よ
る
論
集
の
読
み
ど
こ
ろ
を
ふ
ま
え
た

上
で
、
し
か
る
の
ち
に
三
名
の
外
国
史
家
が
、
自
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
知
見
と
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
論
集
を
読
み
解
く
。
西
洋
中
世

史
家
で
あ
る
菊
地
重
仁
の
「
近
代
日
本
に
お
け
る
／
に
と
っ
て
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
世
研
究
―
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
と
の
関
わ
り
か
ら
―
」
で

は
、日
本
に
近
代
歴
史
学
を
も
ち
こ
ん
だ
と
さ
れ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・

リ
ー
ス
（
彼
も
ま
た
中
世
史
家
で
あ
る
）
が
教
育
を
受
け
た
一
九
世

紀
ド
イ
ツ
の
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究
へ
と
分
け
入
り
、
そ
の
ド
イ
ツ
と

日
本
の
歴
史
学
の
相
関
関
係
に
注
目
す
る
。
西
洋
近
代
史
・
思
想
史

を
専
門
と
す
る
小
山
哲
の
「「
史
学
史
」
の
線
を
引
き
直
す
―
ヒ
ス

ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
お
け
る
「
近
代
」
を
ど
う
捉
え
る
か
―
」
で

は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
歴
史
学
の
成
立
を
ド
イ
ツ
史
学
か
ら
の
一

方
的
影
響
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
従
来
日
本
が
蓄
積
し
て
い
た

要
素
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
上
で
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
著
者
の

専
門
で
あ
る
東
欧
と
の
比
較
を
通
じ
て
あ
ぶ
り
だ
そ
う
と
す
る
。
明

清
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
岸
本
美
緒
に
よ
る
「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
歴

史
叙
述
に
お
け
る
「
正
史
」」
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヒ
ス
ト
リ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
実
践
の
「
正
統
的
な
」
あ
り
方
で
あ
る
「
正
史
」
に

注
目
し
、
論
集
内
で
触
れ
ら
れ
る
近
代
日
本
の
「
正
史
」
概
念
に
コ

メ
ン
ト
し
な
が
ら
、
中
国
と
日
本
で
の
そ
の
理
解
の
あ
り
方
の
差
異

を
読
み
解
く
。

　
外
国
史
家
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
在
的
関
心
に
基
づ
く
本
論
集



－  78  －－  78  －

序
（
小
澤
）

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
は
、
こ
の
論
集
が
内
包
す
る
論
点
を
、
編
者
松

沢
に
よ
る
「
意
図
と
達
成
」
と
は
別
の
方
向
へ
と
深
化
さ
せ
う
る
こ

と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
の
な
か
で
扱
わ
れ
た
諸
テ
ー
マ
は
、
そ
の
執
筆
者

が
意
図
し
て
い
た
に
せ
よ
そ
う
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
す
で
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
近
代
世
界
の
中
で
生
ま
れ

得
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
本
特
集
を
読
み
通
し
た

私
た
ち
は
、
過
去
の
世
界
と
書
き
手
が
今
そ
こ
に
立
つ
現
在
を
結
び

つ
け
る
人
間
の
本
質
的
行
為
と
も
言
え
る
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

も
ま
た
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
思
想
な
ど
の
世
界
規
模
で
の
移
動
や
交
換

に
注
目
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
う
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
だ
ろ
う
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）


